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誌
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日
本
人
固
有
の
魂
・
心
の

本
性
・
資
質
を
見
つ
め
な
お
す

　

大
和
魂
・
大
和
心
は
、魂
・
心
に
大
和
を
冠
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
人
の
精
神
面
・
生
活
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

意
識
さ
れ
、
発
想
さ
れ
、
言
語
に
表
さ
れ
て
き
た
の
か
。

　

本
書
で
は
、
上
代
の
魂
・
心
の
考
え
方
・
捉
え
方
を
基
盤

に
し
て
、
言
語
と
表
現
、
国
語
学
と
国
文
学
を
密
接
に
関
連

づ
け
、
融
合
さ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
言
語
と
し
て

の
意
識
史
・
発
想
史
、
さ
ら
に
文
化
史
・
精
神
史
を
、
そ
の

時
代
と
そ
の
流
れ
の
中
で
解
釈
、
分
析
し
、
日
本
人
の
心
の

在
り
方
、
働
き
方
を
明
ら
か
に
す
る
。
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